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商工
春
秋

開会挨拶する石澤会長

２　県商工会連合会役員会、「エキスパート
バンク制度」をご活用下さい

３　青木立山舟橋商工会長 春の叙勲、県商
工同友会通常総会、雇用保険改定

４　経営革新のすすめ
５　全国展開支援事業「きららか梨（射水市）」

が採択される、経営革新塾　
６　経営のお得なお話！経営支援シリーズ

②、「立山黒部アルペンルート」「越中・
飛騨」国の観光圏の認定を受ける

７　元気推奨優良店 全国商工会連合会長賞
＜ Hair Qualia（ヘア クオリア）＞

８　「小規模企業共済・中小企業倒産防止共
済」制度内容が拡充、イベント

　

県
商
工
会
連
合
会
の「
平
成
二
十
二
年
度
通
常
総
会
」が
五
月
二
十
六

日
、
県
下
十
三
商
工
会
長
等
の
出
席
の
も
と
中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に

て
開
催
さ
れ
た
。

～
県
商
工
会
連
合
会
通
常
総
会
～

「
中
小
企
業
応
援
セ
ン
タ
ー
」
に
よ
る

　
　
　
中
小
・
小
規
模
企
業
の
経
営
力
向
上
を
図
る

「
沈
黙
は
金
な

り
」「
能
あ
る

鷹
は
爪
を
隠
す
」
等
は
、

日
本
人
の
美
徳
と
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
最
近
の
グ
ロ
ー
バ
ル

経
済
の
中
で
は
必
ず
し
も
そ
れ

が
功
を
奏
す
と
は
限
ら
な
い
よ

う
で
す
▼
い
く
ら
優
れ
た
技
術

が
あ
っ
て
も
伝
わ
ら
な
け
れ
ば

相
手
に
は
理
解
さ
れ
な
い
。
伝

え
方
に
も
工
夫
が
必
要
で
、
日

本
の
先
進
技
術
が
他
国
で
は
理

解
さ
れ
ず
、
後
塵
を
拝
し
て
い

ま
す
▼
も
の
づ
く
り
県
の
富
山

に
お
い
て
も
同
様
の
事
が
散
見

さ
れ
ま
す
。
自
社
の
優
れ
た
経

営
資
源
を
認
識
せ
ず
、
機
会
損

出
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
日
頃
、

目
に
す
る
モ
ノ
に
価
値
を
見
出

す
こ
と
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ

ん
が
、
初
め
て
見
る
方
に
は
違

う
よ
う
に
感
じ
る
事
も
多
々
あ

り
ま
す
▼
ど
う
で
し
ょ
う
、
国・

県
が
実
施
し
て
い
る
商
談
会
に

積
極
的
に
参
加
し
て
み
て
は
。

身
の
回
り
に
あ
る
地
域
資
源
を

再
認
識
し
、磨
き
を
か
け
、県
外
、

国
外
で
販
促
を
し
て
み
て
は
▼

四
月
に
開
所
し
た
、
中
小
企
業

応
援
セ
ン
タ
ー
は
頑
張
る
企
業

を
支
援
し
て
い
ま
す
。
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冒
頭
、
石
澤
会
長
は
『
中
小
・

小
規
模
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環

境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
る
。
本
連
合
会
で
は
、

四
月
に
開
設
さ
れ
た
「
中
小
企
業

応
援
セ
ン
タ
ー
」
の
構
成
機
関
と

し
て
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
、
き
め

細
か
な
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
務
め
、

中
小
・
小
規
模
企
業
の
経
営
力
向

上
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
一
方
、

組
織
再
編
は
本
年
四
月
に
小
矢
部

市
商
工
会
が
誕
生
し
、
十
三
商
工

会
の
体
制
と
な
り
、
同
一
行
政
区

域
内
の
合
併
は
完
了
し
た
。
合
併

商
工
会
の
更
な
る
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

を
期
待
し
て
い
る
。
ま
た
、
商
工

会
法
施
行
五
十
周
年
記
念
事
業
の

実
施
や
昨
年
に
引
き
続
き
巡
回
訪

問
の
徹
底
等
の「
組
織
強
化
活
動
」

を
強
力
に
推
進
し
て
い
き
た
い
』

と
挨
拶
。

　

続
い
て
、
来
賓
の
植
出
耕
一
県

副
知
事
、
鹿
熊
正
一
県
議
会
議
長

か
ら
祝
辞
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
後
、
石
澤
会
長
を
議
長
に

議
案
審
議
を
行
っ
た
。
一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
の
平
成
二
十
一
年

度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
書

承
認
の
件
な
ど
六
議
案
が
原
案
通

り
承
認
可
決
さ
れ
た
。

　

議
事
終
了
後
、
総
会
の
席
上
に

て
、
次
の
各
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

【
被
表
彰
者
】

県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

▽
優
良
職
員

　

橋
本　

親
志〈
庄
川
町
〉

　

竹
屋　

敏
貴〈
入
善
町
〉

　

泉　
　

徳
子〈
高
岡
市
〉

▽
商
工
貯
蓄
共
済 

個
人
表
彰

　

水
本　

友
美〈
小
矢
部
市（
旧
津
沢
）〉

　

本
多　

和
子〈
小
矢
部
市（
旧
小
矢
部
）〉

　

犬
島
真
由
美〈
射
水
市
〉

▽
会
員
福
祉
共
済 

個
人
表
彰

　

村　
　

美
香〈
小
矢
部
市（
旧
津
沢
）〉

▽
奨
励
賞（
業
務
改
善
事
例
等
）

　

幸
村
佳
代
子〈
富
山
市
南
〉

　

宮
本　

敬
子〈
富
山
市
北
〉

県
商
工
会
連
合
会
長
感
謝
状

　

小
矢
部
市
商
工
会

　

飯
原　
　

栄〈
旧
津
沢
〉



昭和 52 年 3 月 12 日第三種郵便物認可 平成 22 年 6 月 1 日発行（毎月 1 回 1 日発行）　VOL.420

�

平
成
二
十
一
年
度　

二
四
六
回
の
専
門
家
派
遣
を
実
施
！

「
エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ
ン
ク
制
度
」

　
　
　
　
　

を
ご
活
用
下
さ
い

　

県
商
工
会
連
合
会
の
経
営
支
援

策
の
一
つ
に
、
企
業
の
経
営
課
題

に
対
応
す
る
た
め
、
専
門
家
を
企

業
に
派
遣
し
、
そ
の
解
決
を
目
指

す「
エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ
ン
ク
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
度
は
、
延
べ

二
四
六
回
、
二
十
年
度
は
、
延
べ

二
二
七
回
、
十
九
年
度
は
、
延
べ

二
〇
八
回
専
門
家
を
派
遣
し
て
お

り
、
年
々
そ
の
派
遣
回
数
は
増
え

て
き
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
そ
の
相
談
内
容
は
、
情

報
化
・
財
務
・
法
律
・
店
舗
運
営
・

労
務
相
談
等
多
岐
に
亘
っ
て
い
ま

す
が
、
最
近
の
傾
向
と
し
て
、
市

場
の
ボ
ー
ダ
レ
ス
化
を
反
映
し
、

ネ
ッ
ト
販
売
に
関
す
る
相
談
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
従
来

事
業
に
見
切
り
を
つ
け
て
、
新
事

業
に
取
り
組
む
第
二
創
業
的
な
相

談
も
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

派
遣
す
る
主
な
専
門
家
と
し
て

は
、
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・

税
理
士
・
弁
理
士
・
中
小
企
業
診

断
士
・
社
会
保
険
労
務
士
等
の

方
々
で
す
。

【
専
門
家
派
遣
事
例
①
】　

　

金
属
加
工
業
を
営
ん
で
い
た

が
、最
近
は
そ
の
受
注
が
少
な
く
、

苦
し
い
経
営
状
況
に
あ
っ
た
。
そ

こ
で
、
自
社
の
加
工
技
術
を
活
か

し
「
自
動
ま
き
割
り
機
」
を
開
発

し
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
販
売

す
る
事
を
検
討
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
に
精
通
し
て
い
る
専
門
家
を
派

遣
し
、
ま
き
を
使
用
す
る
業
態
・

地
域
等
を
調
査
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

す
る
顧
客
を
設
定
し
、
重
点
的
に

販
促
を
行
う
事
と
し
た
。

【
専
門
家
派
遣
事
例
②
】

　

観
光
土
産
品
販
売
を
営
ん
で
い

た
が
、
観
光
の
地
域
間
競
争
や
Ｅ

Ｔ
Ｃ
千
円
割
引
に
よ
り
、
観
光
客

が
減
少
。
そ
の
た
め
、
従
来
、
店

頭
販
売
の
み
で
あ
っ
た
地
域
産
品

を
ネ
ッ
ト
で
販
売
す
る
事
を
検
討

す
る
こ
と
と
し
た
。ネ
ッ
ト
販
売
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作
に
精
通
し
て

い
る
専
門
家
を
派
遣
。
ネ
ッ
ト
で

販
売
す
る
商
品
を
整
理
し
、
購
入

頻
度
の
多
い
顧
客
へ
の
割
引
制
度

等
に
つ
い
て
指
導
を
行
い
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
ネ
ッ
ト
販
売
に
取
り
組

ん
だ
。

企業の繁栄に 特別増強運動展開中 !

商工貯蓄共済制度
ひとつの掛金で３つの備え

● お申し込み・お問い合わせは地元の商工会へ ●

生命
保障
生命
保障貯 蓄 融 資貯 蓄 融 資

「
商
工
会
法
施
行
五
十
周
年
記
念
事
業
」の
実
施
や

「
商
工
会
組
織
強
化
活
動
」の
一
層
の
推
進
強
化
を
図
る
！

～
県
連
合
会
役
員
会
～

　

県
商
工
会
連
合
会
は
五
月
十
一
日
、
中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
理
事
会
（
役
員
会
・
会
長
会
議
）
を
開
催
し
、「
商
工
会
法
施
行
五
十
周

年
記
念
事
業
」
の
実
施
や
商
工
会
組
織
を
あ
げ
て
強
力
に
推
進
し
て
い
る

「
商
工
会
組
織
強
化
活
動
」
の
一
層
の
推
進
強
化
等
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

【
商
工
会
法
施
行
五
十
周
年
記

念
事
業
】
の
実
施

　

記
念
式
典
等
は
十
月
五
日
、
富

山
市
「
名
鉄
ト
ヤ
マ
ホ
テ
ル
」
に

て
開
催
。
内
容
は
式
典
、
記
念
講

演
、
記
念
パ
ー
テ
ィ
の
三
部
構
成

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
式
典
で
は

法
施
行
五
十
周
年
を
記
念
し
て
、

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
な
る
様
な
優

れ
た
経
営
活
動
を
実
践
し
て
い
る

商
店
や
も
の
づ
く
り
企
業
を
部
門

別
に
表
彰
す
る
こ
と
等
を
予
定
し

て
い
る
。
ま
た
記
念
誌
の
発
刊
等

も
行
う
。

　

全
国
で
は
十
一
月
に
、
日
本
武

道
館
に
お
い
て
一
万
人
規
模
の
記

念
式
典
・
商
工
会
全
国
大
会
等
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

【
商
工
会
組
織
強
化
活
動
】
の

推
進
強
化

　

昨
年
よ
り
商
工
会
の
組
織
を
あ

げ
て
強
力
に
推
進
し
て
い
る
①
巡

回
訪
問
の
徹
底
②
会
員
増
強
③

共
済
事
業
加
入
促
進
を
柱
と
す

る
「
商
工
会
組
織
強
化
活
動
」
の

二
十
二
年
度
目
標
設
定
基
準
（
統

一
目
標
）
が
示
さ
れ
た
。
全
国
的

に
は
「
商
工
会
は
い
き
ま
す　

聞
き
ま
す　

提
案
し
ま
す
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
巡
回
訪
問

の
徹
底
を
推
進
し
て
い
る
。今
後
、

各
商
工
会
で
は
、
具
体
的
な
推
進

計
画
や
個
人
別
目
標
設
定
等
が
行

わ
れ
、
目
標
達
成
に
向
け
た
活
動

が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　

そ
の
他
、
二
十
六
日
開
催
の
通

常
総
会
へ
の
提
出
議
案
や
育
児
休

業
・
介
護
休
業
等
に
関
す
る
規
程

改
正
な
ど
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ

れ
た
。
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県
商
工
同
友
会
（
道
古
伸
夫
会

長
）
は
五
月
十
八
日
、
中
小
企
業

研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
平
成

二
十
二
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し

た
。
同
総
会
に
は
県
下
十
七
商
工

同
友
会
よ
り
会
員
約
百
名
が
出
席

し
、
来
賓
に
上
田
順
子
県
商
工
労

働
部
次
長
、
山
本
勇
宰
県
商
工
会

連
合
会
専
務
理
事
ら
を
迎
え
開
か

れ
た
。

　

道
古
会
長
は
「
本
年
度
は
商
工

会
法
施
行
五
十
周
年
と
い
う
節
目

の
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
県
同

友
会
と
し
て
も
記
念
事
業
の
実
施

を
提
案
し
て
い
る
。
会
員
の
皆
様

の
温
か
い
審
議
を
い
た
だ
き
た

い
」
と
挨
拶
。

　

そ
の
後
、
西
田
善
晴
富
山
市
八

尾
山
田
商
工
同
友
会
長
を
議
長
に

議
案
審
議
に
入
り
、
平
成
二
十
一

年
度
事
業
報
告
な
ら
び
に
収
支
決

算
承
認
の
件
や
平
成
二
十
二
年
度

事
業
計
画
（
案
）
同
収
支
予
算
書

（
案
）
決
定
の
件
な
ど
原
案
ど
お

り
承
認
決
定
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
に
つ
い
て
は
、審
議
の
結
果
、

道
古
会
長
が
再
任
さ
れ
た
。

  

な
お
、
総
会
に
先
立
ち
、（
株
）

よ
し
も
と
倶
楽
部
の
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
石
田
哲
郎
氏
を
講
師
に
迎
え

「
笑
売
繁
盛
、
笑
い
と
健
康
・
笑

い
と
経
営
」
と
題
し
て
の
講
演
が

行
わ
れ
た
。

役員改選により再任
された道古会長

道
古
会
長
再
任
さ
れ
る

県
商
工
同
友
会 

通
常
総
会
立
山
舟
橋
商
工
会
長 

青
木
正
氏 

晴
れ
の
栄
誉
に
輝
く

春
の
叙
勲「
旭
日
双
光
章
」を
受
け
る

春
の
叙
勲「
旭
日
双
光
章
」を
受
け
る

　

青
木
会
長
は
平
成
十
一
年
に
立

山
町
商
工
会
長
に
就
任
以
降
、
地

域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
中
心
市

街
地
活
性
化
策
の
推
進
や
タ
ク

シ
ー
代
行
割
引
事
業
等
の
新
規
事

業
の
提
案
、
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
ま

ち
お
こ
し
な
ど
商
工
業
の
発
展
や
地
域
振
興
に
努
め
ら
れ
、
ま

た
二
十
一
年
四
月
に
は
行
政
が
異
な
る
旧
立
山
町
と
舟
橋
村
の

商
工
会
合
併
を
実
現
さ
せ
た
。
こ
れ
ら
功
績
が
認
め
ら
れ
て
の

今
回
の
受
章
と
な
っ
た
。 立山舟橋商工会長

青木　正氏

雇用保険に未加入とされた方の
遡及適用期間が改善されます！
雇用保険に未加入とされた方の
遡及適用期間が改善されます！
雇用保険に未加入とされた方の
遡及適用期間が改善されます！
事業主から「雇用保険被保険者資格取得届」が提出さ
れていなかったために、雇用保険に未加入とされて
いた方は、

＜旧＞これまで被保険者であったことが確認された
日から、２年前まで雇用保険の遡及適用が可能
でした。

＜新＞施行日（注）以後は、事業主から雇用保険料を
天引きされていたことが給与明細等の書類に
より確認された方については、２年を超えて
雇用保険の遡及適用が可能となります。

（注）施行日とは
　公布日（平成22年3月31日）から９ヶ月以内の政令
　で定める日をいいます。

立
山
舟
橋
商
工
会
長

　
　
　

青
木
　

正
氏

　

晴
れ
の
栄
誉
に
輝
く

春
の
叙
勲

「
旭
日
双
光
章
」

　
　

を
受
け
る

春
の
叙
勲

「
旭
日
双
光
章
」

　
　

を
受
け
る

　

青
木
会
長
は
平
成
十
一

年
に
立
山
町
商
工
会
長
に

就
任
以
降
、
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
中
心
市
街

地
活
性
化
策
の
推
進
や
タ

ク
シ
ー
代
行
割
引
事
業
等

の
新
規
事
業
の
提
案
、
イ

ベ
ン
ト
に
よ
る
ま
ち
お
こ

し
な
ど
商
工
業
の
発
展
や

地
域
振
興
に
努
め
ら
れ
、

ま
た
二
十
一
年
四
月
に
は

行
政
が
異
な
る
立
山
町
と

舟
橋
村
の
商
工
会
合
併
を

実
現
さ
せ
た
。
こ
れ
ら
の

功
績
が
認
め
ら
れ
て
の
今

回
の
受
章
と
な
っ
た
。 立山舟橋商工会長

青木　正氏

　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に

よ
り
選
任
さ
れ
た
役
員
は
次
の
と

お
り
。

▽
会　

長道
古
伸
夫（
再
）（
射　

水
）

▽
副
会
長土

肥
宗
司（
新
）（
上　

市
）

吉
田
信
三（
新
）（
婦　

中
）

河
合
秀
和（
新
）（
南　

砺
）

▽
監　

事羽
柴
進
一（
新
）（
宇
奈
月
）

茂
利　

徹（
新
）（
南　

砺
）

▽
理　

事

　
　
　

正
副
会
長
・
監
事
を
除
く

　
　
　

各
商
工
同
友
会
長
等
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挑戦する中小企業を応援します！挑戦する中小企業を応援します！

経営革新のすすめ経営革新のすすめ経営革新のすすめ経営革新のすすめ
｢中小企業新事業活動促進法｣に基づく経営革新計画の承認取得をおすすめします。
１ 「経営革新計画」承認取得のメリット

２ 経営革新の流れ

　経営革新計画の作成は、自社の経営資源等の現状や課題を分析し、今後の会社の目標と行動方針を明確にす
ることにより、経営の向上と業績のアップに役立てることができます。
　これに加えて、経営革新計画の承認を取得することによって、さまざまな公的な支援を受けることができます。

◆低利融資制度　　　　　　 ：県制度融資、政府系金融機関での優遇金利の適用
◆信用保証協会の保証の特例：一般保証枠の別枠が利用可能
◆税の優遇措置　　　　　　 ：設備投資費用の税額控除や特別償却
◆特許関係料金減免制度　　 ：審査請求料及び特許料を半額に軽減
◆販路開拓の支援　　　　　 ：販路開拓コーディネート事業の採択

｢新事業活動｣によって｢経営の目標｣を立てる
①計画期間：３～５年
②新たな事業活動に挑戦　・新商品の開発又は生産
　　　　　　　　　　　　・新役務の開発又は提供
　　　　　　　　　　　　・商品の新たな生産又は販売方式の導入
　　　　　　　　　　　　・役務の新たな提供の方式の導入、その他の新たな事業活動
　　　　　　　　　　　　のいずれかに該当することが必要。
③付加価値額が9～15％以上、経常利益が3～5％以上伸びることを目標とする。

※計画の承認は支援措置を保証するものではなく、計画の承認とは別に、それぞれの支援機関における審査があります。

他の企業との差別化を図るとともに支援策を最大限に活用し
オンリーワン企業をめざしましょう！！

経営革新計画作成 申請 審査・承認 公的支援策

「経営革新計画｣承認制度Q＆A「経営革新計画｣承認制度Q＆A
経営革新計画の承認とは？
経営革新に関する計画を県に申請し、承
認を受ける制度です。
①これから取り組む｢新事業活動｣があり
②それにより一定以上の経営の向上を図
る計画になっていることが必要です。

新事業活動とは？
個々の企業にとって新たな取り組みであれば、原則として承認対象です。
地域・業種等において、既に相当程度普及している技術・方式等は対象外です。

一定以上の経営の向上とは？
★企業の付加価値額（又は1人当たりの付加価値額）が
　　　　　　　　　3年計画→9％以上、4年計画→12％以上、5年計画→15％以上 
　　　　　　　　　　　※付加価値＝営業利益＋人件費＋減価償却費
★企業の経常利益が 3年計画→3％以上、4年計画→4％以上、5年計画→5％以上
　　　　　　　　　　　※経常利益＝営業利益－営業外費用
　それぞれ向上するような計画を策定します。

対象企業は？
富山県内に登記簿上の本社所在地の
ある中小企業で、１年以上の事業実
績がある企業が対象です。

＊詳しくは、下記までお問い合わせください。
富山県商工労働部経営支援課　創業・ベンチャー係　℡076-444-3252
URL:http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1300/index.html 

Q1

A1

【お問い合わせ先】

Q2

A2

Q3

A3

Q4

A4
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経営革新塾経営革新塾

場　所■県中小企業研修センター　　募集定員■30名　　受講料■5,000円
申込先■富山県商工会連合会（富山市赤江町1－7　℡076－441－2716)
※ホームページ（URL http://www.shokoren-toyama.or.jp/）からも、お申込みできます。

受講者
募　集
受講者
募　集

カリキュラム[全10コース]　平成22年度富山県商工会連合会『経営革新塾』

6/19（土）13：00～16：00 「経営革新とは」第１講

6/21（月）18：00～21：00 「我が社を知ろう～現状分析のフレームワーク～」第2講

6/23（水）13：30～16：30 「工場視察」第3講

6/24（木）18：00～21：00 「時代の潮流をつかめ～変化への適応～」第4講

6/25（金）18：00～21：00 「我が社の体質、体力を知ろう～財務面から～」第5講

6/28（月）18：00～21：00 「ＩＴを有効活用しよう」第6講

6/29（火）18：00～21：00 「経営革新成功事例に学ぶ」第7講

6/30（水）18：00～21：00 「ビジネスプラン作成のための諸準備」第8講

7/ 1 （木）18：00～21：00 「ビジネスプラン作成の仕方」第9講

7/ 2 （金）18：00～21：00 「経営革新承認申請手続きの実態」第10講

  
平
成
二
十
二
年
度　

全
国
展
開
支
援
事
業

　

二
十
二
年
度
の
国
の
「
小
規
模
事
業
者 

新
事
業
全
国
展
開
支
援

事
業
」
に
射
水
市
商
工
会
の
「
き
ら
ら
か
梨　

ブ
ラ
ン
ド
構
築
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
採
択
さ
れ
た
。

　
「
き
ら
ら
か
梨
」
は
、
射
水
市

の
藤
岡
農
園
（
藤
岡
正
明
代
表
）

が
県
立
大
と
共
同
開
発
し
た
も
の

で
、
シ
ロ
エ
ビ
等
の
有
機
肥
料
や

富
山
湾
海
洋
深
層
水
を
使
い
、「
幸

水
」
や
「
豊
水
」
を
栽
培
。
そ
れ

を
氷
温
で
保
存
・
熟
成
さ
せ
る
こ

と
で
糖
度
が
高
ま
り
、
年
中
み
ず

み
ず
し
く
食
べ
ら
れ
る
。

　

そ
う
し
た
梨
の
特
長
を
生
か

し
、
一
次
産
品
と
し
て
の
販
売
の

外
、
県
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組

合
・
県
菓
子
工
業
組
合
の
射
水
支

部
や
地
元
飲
食
業
者
等
と

連
携
し
て
、
新
し
い
料
理

や
飲
料
な
ど
の
開
発
も
行

い
、
東
京
で
開
催
さ
れ
る

商
談
会
へ
の
参
加
や
イ
ベ

ン
ト
へ
の
出
店
な
ど
に
よ

る
「
き
ら
ら
か
梨
」
の
ブ

ラ
ン
ド
力
の
向
上
を
目
指

す
。

　

ま
た
、
市
民
に
創
作
料

理
を
提
案
し
て
も
ら
う
レ
シ
ピ
コ

ン
テ
ス
ト
や
県
内
外
か
ら
会
員
を

募
集
し
、
収
穫
体
験
等
を
行
う
企

画
な
ど
、
住
民
等
へ
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
も
展
開
し
、
フ
ァ
ン

の
輪
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
交
流

人
口
の
拡
大
に
も
繋
げ
て
い
く
。

　

商
工
会
で
は
、
六
月
に
市
や
観

光
協
会
、
梨
の
生
産
者
、
飲
食
関

係
者
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
専
門
家

ら
で
組
織
す
る
委
員
会
等
を
立
ち

上
げ
、
具
体
的
な
協
議
や
取
り
組

み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。

「
き
ら
ら
か
梨
」（
射
水
市
）が

　
　
　
　
　

採
択
さ
れ
る
！全国展開支援事業に採択された

「きららか梨（射水市）」
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売
上
高
を
三
つ
の
視
点
で
分
析

す
る
。

①
商
品
・
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
・
業
務
別

②
お
客
様
別

③
担
当
者
別

　

良
い
商
品
を
有
能
な
担
当
者
が

上
得
意
先
に
販
売
す
れ
ば
必
ず
、

売
上
は
向
上
し
ま
す
。
よ
く
、
販

売
不
振
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
三
つ

の
視
点
の
ど
こ
か
に
問
題
が
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

販
路
開
拓
す
る
上
で
四
つ
の
戦

略
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
あ
る
商
品
・
製
品
を
現
在

の
お
客
様
に
も
っ
と
売
り
続
け

る
。
こ
れ
が
市
場
浸
透
戦
略
。

　

新
し
い
商
品
・
製
品
を
開
発
し

現
在
の
お
客
様
に
売
り
始
め
る
。

こ
れ
が
、
新
製
品
開
発
戦
略
。

　

現
在
の
あ
る
商
品
・
製
品
を
新

た
な
お
客
様
（
客
層
・
市
場
等
）

に
売
り
始
め
る
。
こ
れ
が
、
新
市

場
開
拓
戦
略
。

　

今
ま
で
取
り
組
ん
で
い
た
事
業

分
野
と
別
の
業
種
、
業
態
に
進
出

し
、
第
二
創
業
す
る
。
こ
れ
が
、

多
角
化
戦
略
で
す
。

　

小
規
模
・
中
小
企
業
が
、
多
角

化
戦
略
を
選
択
す
る
に
は
リ
ス
ク

が
多
す
ぎ
ま
す
が
、
新
市
場
戦
略

は
、
中
小
企
業
で
も
頻
繁
に
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

【
事
例
の
紹
介
】

　

以
前
ま
で
は
、
女
性
を
対
象
に

衣
料
品
を
製
造
し
て
い
た
が
、
最

近
の
ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム
を
見
越
し
、

犬
や
猫
等
の
ペ
ッ
ト
衣
料
を
製
造

す
る
。
こ
れ
は
、
既
存
の
技
術
を

水
平
的
に
活
用
し
た
成
功
事
例
で

す
。
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
、
顧
客
か
ら

デ
ザ
イ
ン
を
受
け
付
け
た
り
、
実

際
に
犬
や
猫
に
着
用
さ
せ
た
写
真

を
収
集
し
て
、
コ
ン
テ
ス
ト
を
開

催
、
本
業
の
基
盤
を
よ
り
強
固
に

す
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
な
ど
、
事

業
拡
大
に
つ
な
が
る
販
促
を
積
極

的
に
展
開
。

　

販
売
不
振
の
遠
因
は
、
経
済
環

境
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
近
因
を
見
つ
け
出
す
に
は
、

販
売
実
績
を
分
析
し
、
問
題
点
を

抽
出
す
る
事
が
肝
要
で
す
。

　

販
路
拡
大
に
関
す
る
相
談
は
、

お
近
く
の
商
工
会
も
し
く
は
中
小

企
業
応
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

経
営
の
お
得
な
お
話
！ 

経
営
支
援
シ
リ
ー
ズ
②

売
上
の
構
成
を
分
析
、新
し
い
販
路
を
開
拓
し
、

事
業
を
拡
大
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

北
陸
新
幹
線
の
開
業
を
に
ら
み

〈
立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
〉〈
越
中
・
飛
騨
〉

新
た
に「
国
の
観
光
圏
の
認
定
」を
受
け
る

　

国
は
、「
立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
広
域
観
光
圏
（
協
議

会
長 

舟
橋
立
山
町
長
）」
と
「
越
中
・
飛
騨
観
光
圏
（
協
議
会

長 

高
橋
高
岡
市
長
）」
の
県
内
二
地
域
を
新
た
に
観
光
圏
と
し

て
認
定
し
た
。
こ
れ
で
昨
年
の
「
富
山
湾
・
黒
部
峡
谷
・
越
中

に
い
か
わ
観
光
圏
」
に
続
き
、県
内
の
認
定
は
三
箇
所
と
な
り
、

平
成
二
十
六
年
度
の
北
陸
新
幹
線
の
開
業
を
に
ら
ん
で
の
、
地

域
活
性
化
や
魅
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
る
。

　

観
光
圏
と
は
、
複
数
の
自
治

体
に
よ
る
広
域
の
滞
在
型
観
光

を
意
味
し
、
国
は
、
国
際
競
争

力
の
あ
る
観
光
地
と
し
て
の「
観

光
立
国
」
を
推
進
し
て
い
る
。

　

観
光
圏
に
認
定
さ
れ
れ
ば
、

国
か
ら
財
政
支
援
な
ど
が
受
け

ら
れ
る
。

　
「
立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト

広
域
観
光
圏
」
は
、
立
山
町
と

長
野
県
大
町
市
の
地
域
で
構
成

さ
れ
、
山
岳
観
光
と
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
よ
る
観
光
地
づ
く
り

等
を
掲
げ
て
い
る
。

　
「
越
中
・
飛
騨
観
光
圏
」
は
、

高
岡
市
・
氷
見
市
・
射
水
市
・

小
矢
部
市
・
砺
波
市
・
南
砺
市

の
県
西
部
六
市
と
岐
阜
県
飛
騨

市
・
高
山
市
・
白
川
村
の
地
域

で
構
成
さ
れ
、「
海
・
山
・
人
を

つ
な
ぐ
旅
」
を
テ
ー
マ
に
、
新

幹
線
新
高
岡
駅
か
ら
の
移
動
手

段
の
充
実
等
を
目
指
し
て
い
る
。

　

両
観
光
圏
の
協
議
会
で
は
、

今
後
、
滞
在
型
観
光
の
実
現
に

向
け
た
協
議
や
取
り
組
み
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
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平成21年度商工会元気推奨優良店　全国商工会連合会長賞

Hair Qualia（ヘア クオリア）　店主　山崎　光寛
住所／射水市北野１５５５－５　電話／０７６６－５２－０６８９　定休日／毎週月曜日・第１火曜日・第３日曜日
営業時間／平日（水曜日除く）9：00 〜 20：00　土曜日・日曜日・祝日 8：00 〜19：00　水曜日10：00 〜 21：00（水曜日はナイタ－デ－）

地域に密着した本来の理容の役割

の会話で盛り上がったり、時には居眠りをしていた
だいたり、お客様には心身ともにリフレッシュして
いただきたいと思っております。そのためには、お
客様にご自宅でくつろいでいるような空間を提供し
たいと思っております。
　理容店は、ただ髪を整えるだけではなく、砂漠の
中のオアシスのように、人がくつろぎ、癒されるよ
うな存在であることが本来の役割ではないかと考え
ております。「ああ、すっきりした、ありがとう、
また来るちゃ。」こんなふうに、お客様から言って
もらえることが、最高の幸
せだと思うのです。
　元気推奨優良店という、
すばらしい賞をいただけた
のも、このようなお客様方
の支えがあったからこそと、
深く感謝いたしております。
　これからも、地域のオア
シスをめざし、頑張ってい
きたいと考えております。

　親のあとを継ぎ理容の道に進み、気がつけば 30
数年が経ちました。今は、３人の子供たちが同じ道
に進み、１人は家に入り、１人は独立、もう１人は
美容師の修行に励んでおります。
　理容の仕事ってなんだろう？お客様はいったい何
を求めているのだろうか？今までずっと、こんなこ
とを考えながら仕事をしてきたような気がします。
若いころは一生懸命、技術を磨き、接客の講習を受
け、少しでもお客様をカッコよく、流行のヘア－ス
タイルを提供し、喜んでいただきたいと思う気持ち
で取り組んでまいりました。
　最近では、お客様に癒しを感じていただき、元気
になってもらいたい、そのためのメニュ－作りや技
術の導入をしてまいりました。
　常に技術を磨き、新しいものに挑戦していくこと
は、仕事をしていく上では当然のことでしょう。理
容業は、特にお客様とのかかわりが大切な職業です。
ご来店されてから１時間は対面して同じ時間を共有
します。言い方を換えれば、お客様の大切な時間を
いただいているのです。趣味や家族、そのときどき
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第４７回戸出七夕まつり

ふれあい青空市「やまだの案山子」

舟見七夕まつり

なりひら風の市

風の盆ステ－ジ

市姫さんど

第５５回福光ねつおくり七夕祭り

源平火牛まつり

水橋橋まつり

いなみ太子伝観光祭２０１０

ふるさと商工まつり
越中大門サマ－フェスティバル２０１０

東西砺波盤持大会・ちびっ子盤持大会

ＷａＧｏ！だらまつり２０１０

利賀とがめん麺祭り

庄川水まつり

第５５回立山まつり

７／３（土）～７（水）

７月　土曜・日曜・祝日

７／６（火）～７（水）

７／１０（土）

７／１０（土）･２４（土）

７／１８（日）

７／２２（木）～２５（日）

７／２３（金）～２４（土）

７／２４（土）

７／２４（土）～２５（日）

７／２５（日）

７／２５（日）

７／２５（日）

７／３０（金）～３１（土）

７／３１（土）～８／１（日）

７／３１（土）～８／１（日）

戸出七夕まつり実行委員会
（高岡市商工会戸出支所内）

ふれあい青空市「やまだの案山子」運営委員会

舟見七夕まつり実行委員会事務局

なりひら風の市実行委員会

越中八尾観光協会

上市町商工会

福光ねつおくり七夕祭り実行委員会

小矢部市商工会小矢部支所

水橋橋まつり協議会

いなみ太子伝観光祭実行委員会
（南砺市商工会井波事務所内）

射水市商工会大門支所

南砺市商工会城端事務所

富山市北商工会和合支所

利賀とがめん麺祭り実行委員会
（南砺市利賀行政センタ－内）

庄川水まつり実行委員会

立山まつり実行委員会
（立山舟橋商工会本所内）

0766-63-0792

076-457-2333

0765-78-9555

076-455-3181

076-454-5138

076-472-0716

0763-52-2038

0766-67-0756

076-478-0348

0763-82-0184

0766-52-3510

0763-62-2163

076-435-0182

0763-68-2111

0763-82-6841

076-463-1221

イベント名 開 催 日 お問合せ先

７月月各地の

〔小規模企業共済制度〕
　小規模企業共済制度は、小規模企業者が掛金を積み立て、廃業や引退に備える制度であり、い
わば小規模企業者のための「退職金制度」です。
【平成 22年度中に実施】
○小規模企業共済の加入対象者を個人事業主の配偶者や後継者などの「共同経営者」まで拡大し
ます。
○共同経営者の方の掛金は全額所得控除の対象となり、受け取られる共済金も退職所得控除等の対
象になります。

〔中小企業倒産防止共済制度〕
　中小企業倒産防止共済制度は、取引先が倒産した場合に、積み立てた掛金総額の 10 倍を限度に、
無担保・無保証人で貸付け、中小企業の連鎖倒産を防止する制度です。
【平成 22年夏までに実施】
○取引先の私的整理の開始を知らせる「通知」が届いた場合、共済金の貸付けが受けられます。
【平成 23年 10月までに実施】
○共済金の貸付限度額を、3,200 万円から 8,000 万円に引き上げます。
○貸付金を繰上げて償還した完済者に対し、新たに手当金を支給します。（早期償還手当金）
※詳しくは、独立行政法人中小企業基盤整備機構　共済相談室　TEL 050－5541－7171
　にお問い合わせ下さい。

「小規模企業共済」「中小企業倒産防止共済」の
制度内容が拡充します！


